





Social Development of Down's sγndrome infants by early intervention 
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( I ) 
一 138ー 児童学
表 1 0歳児のを士会性発達検査項目




















気IC人らないEとがあると、そ勺くり返る. (4-6ヶ月} 海守、 MN式




5 ② 知らない人がくると、じ勺と舗をみつめて表情かかわる. . 
③ 母'Rb'手をさしのべると.喜んで自分から体をのりだす. 埠守




① 要求があるとき (fSICか取q て1Lいときなど)、声を出して大人の注愈をひ<. 津守
⑥ 欲Lい物がl専られはいと怒る. '、 7 ン，，-
7 ③ 相をふ〈といやがqてßJIをそむ吋たり、手でI~ らいの吋たりする. ， 
⑪ IIlc映勺た自分Icltしかりる. MCC 。相手の行1¥を鍔胞に追視する. ミュソへ γ。ねむ<f.ょいときに、自分のふとんに寝かされそうKなると泣<. 摩守。よ〈抱いて〈れる人を見ると、自分から体をのりだして抱いてもらいたがる. . 
8 
⑬ 身権りをまねる. MCC 
⑬ 買I!I¥のうLろでか〈れんば辺びをするζと花、再んで反応する. ~ .，:t.ンへン
⑪ Iいけませんjと雷うと、ちょ勺と手を引勺ζめて"の顔をみる. 海守
10 ⑪ 知らない人は、はじめ愈織する。 デン~'{-、 i .，:t.ンヘン
⑬ パイパイをする. N 、MN式
⑬ 物屯どを相手IC眼す. 津守
1 
@ 父が出か吋るとき追今て泣いたり、帰ると迎えに出たりする。 . 
@ 続の申の自分IU1じぎをしたり笑も、かけたり、績を相手IC遊ぶ. 津守
12 









































































I) Y. T (酌 K.O (3) 1<' K !J Iて I (司 Y 八
一一一一
fl 日1) '1 tr . ?l ~~ ワ1 ~ . 1，( 児 IJj 児
'ド 11" J 1 S 5¥1. 6 7 559 7 1 5 5Y 7 31 S59.72~ 5 59 4. 2 
牛ド崎身民・体明 480個 26S0. 17 1四 2910. 46.8個 2950. 46.5団 2650• 49.3四 2715.
きょう fごい 但し 屯し !J L 飾2人 なし
同訳家 厳 父.fi}.本児 父・母・本児 父.~語・.-:児 母・怖・肺・本児 曾週母.祖父母父・偲・本兜
敏);:o!行i人通以外i軒出釘餌 行 有 何 有 '" 























































































































































2 3 4 5 6 7 
対象 月令
愛 者 人見知り 自己主張
共感 共感 他者依存 他者依存
要求伝達 生活
E u リズム 姿勢・通勤
9 + + + + 十 + 
Y.T. 12 十 + 十 + + + + 
15 + 十 + + + + + 十 + ++ 
9 + + 十 + 十 + 
K.O. 12 十 十 + + 十 + + 
15 + + 十 + + + + + + 十十
9 + 十 + + 十 + 
K.K. 12 + + + + + + 十 + 
15 + + + + + + 十 十 十 十+
9 十 + 十 + + + 
E.I. 12 + 十 十 + + + + + 
15 + 十 十 + 十 + + 十 + ++ 
1 ) + + 十 + →ー + + 
Y.A. 14 + + + + + + + 十 + + 




















































































































められる。乙の“ I~立 " と“他省依存"とのバランスの
とれた発注が必愛となるが，こ乙ではそのうち“他.r，.依
存"の発達について検討している。

























































































































































大 rlí大~ff，科学部児ill保健 )0 5作・後(1981"Ie)家族援
( 9 ) 
なったものである。
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Summary 
The purpose of this study was to examine socia1 development of Down's syndrome infant as to deve10pment of their 
self and other conciousnes. Subjects were five mother‘infant pairs who attended to the Child & Family Clinic for 
Down's syndrome infant at Osaka City University. Data of their social development was col1ected from their parents' 
report by questionnaire and interview. 
The data was acquired as to these five poin ts; 
1. lnfant's requires which were expressed to others 
2. lnfant's responses to other's approach 
3. Attachment behavior and wariness of strangers 
4. Infant's self recognition 
5. Infant's sympathy with others 
τ】ledata was estimated of (+) or (ー )for 8 sections， that was， 1. Attachment and Warines， 2.Self assertion， 3. Sympa-
thy， 4. Dependence， 5. Expression of primary need 6. Rhythm of 1iving 7. Motor development， 8. Self recognition. 
The results were as foUows; 
Infant's rhythm of living (sleep， feeding， excertion) had regular pattern by 9-10 month. They could sit down by them-
se1ves around 12 month， could crawl and stand by the hand at 14-15 month. Attachment behavior and wariness were 
observed by 9 month， and dependent behavior and shynes to others were observed over 12 month. The response to 
mirror image became more actively at 14-15 month. 
The important finding was that infant's self recognition and sympathy， shynes， dependence to others were appeared 
at 14-15 month. From these result it was supposed that Down's syndrome infants having early intervention might 
































11)排尿(おむつがぬれる時)の間隔は、 一定してきていますか。(は い ・ いいえ)












































ケ 。ミノレクの時欲しくないと怒っていやがる。 。母親がいないと泣く 。
月

































L_. _ __ 
(12) 
給品:タウン症乳児の社会性の発注 一149-
母線の表情の変化への反応、 睡 OR 食 す1 ~f. t世 ~勢 ・ 活動
。母鋭がヒステリ yクK大きな声 。間隔は一定 。mJ阪は一定 。間隔は一定 o J:ICあおむけで、 ζ
を出すと泣く。 。目覚めるとyS 。空腹の時、知 。排地の後、知 ろかつて移動する。
。f苦紛が気分が恐くてブス yとし を:1して知ら らせない。 らせない。
ていると、おとはしくじっとし せる。
ている。
。母親のJC気がないと、チどもも 。間隔は一定 。間隔は一定 。間隔は一定 。主ICあおむけで、お
元気がなくなる。じっと母視の 。n党めると戸 。離乳食のスフ 。排it壁の後、知 しゃべり しながらお
顔をみつめて機チをみるように をtlJして知ら ーンをとって らせない。 もちゃをさわってい
する。しまいにハZきだす。 せる。 遊ぶ。 。おむつを換え る。
。i主主見が怒るとY'J.きだす。 。空腹の時、泣 た後、気持ち 。ころがって移動する。
いたり発y1し よさそう Kす
て知らせる。 る。
。母親の機嫌が悪いと ‘じっと顔 。|間隔は一定 。間隔は一定 。間隔は一定 。主κうつぶせで、お
をみて泣きHJす。 。r!:rlめると泣 。空腹の|時、 枕 o tlFit~の後、知 もちゃをさわったり
。母親が栄しそうにすると ‘い っ くHflもあ るし いたりプe，.l1し らせない。 おしゃべりする。
しょに喜ぶ。 戸を:1す時も たりして知ら 。おむつをt換え 。ζろがって移動する。




0)号視の気分が必いと織子をじっ 。空腹のl時、rl 。排r世の後、知 。主にうつぶせで、お
とながめ、産自をのぞき ζみ手を をモグモグさ らせない。 しゃべりしながらお












。顔をふ乙うとするといやがって逃げる。おしめ 1 0 8ヶ月まで 「おいでJといわれると手を出して
かえの時も、いやがって逃げる。 I いたが、近頃は知らない人や少し知っている人











。一緒lといて母綴が用事でそばを離れると、戻っ | 。向 上
1 I てきてからも怒っている。





15 I 0母親がピアノをひいていて途中でやめると、母 | 好き嫌いはあるようだ。




















。間隔は不~o 1 0 n隔はイ、定。 10間隔は不定。


































。間隔は一定。 I。空腹の時.n I。排ii!tの後、知 I0主ILあおむけ‘うつ































































母観の表情の変化への反応 殴 目民 食 事 11: if! 姿勢 ・活動
。母貌の機嫌が惑いとおとなしかっ 。間隔は一定。 。間隔は一定。 。間隔は不定。 。主にうつぶせや四つ
たり、しゃべりかけてこなくなっ 。目覚めると声 o空腹の時、発 。排池の後、ぐ ぱいで前のめソたり
たり様子をうかがって、心配そ を出して知ら 声して知らせ ずって知らせ 後ずさりする。






。母観がしずんでいると一口中お 。目覚めると声 。空腹になると 。おしめをかえ 。うつぶせで‘腕で体を
となしい。 を出して女官ら 大声で泣きち ると気持ちょ ささえ、よくし ゃべ
。子どもが激しく泣くので母籾が せる。 らす。 さそうにし、 る。四っぱいにもな
ひとく泣くまねをしたらピタッ 。自分でと って 泣きゃんで遊 る。ころがって移動




。母親がしずんでいると初めは心 。間隔は一定。 。間隔は一定。 。間隔は不定。 。うつぶせで腕で体を
配そうにみて、とまどいがちに 。目覚めると声 。食べるのを母 。排if!!の後、 く号、 ささえ、よくしゃべ
子どもの方から少し笑L、かけ、 を出して知ら 紛が手助けし ずって知らせ る。おもちゃで遊ぶ。
母籾が笑い返すととても喜ぶ。 せ、母親の寝 てもいやがら る。 。両手、手足合わせを
ている方をジッ ない。 し、乙ろがって移動
とみている。 する。






























10 I しいと要求する。 I0見慣れない人の顔をジッとみて、母紛の顔をく
。音声模倣が盛んで、母貌が本児の7 ネをすると | り返し見比べる。

























母親の表情の変化への反応 睡 H民 食 事 tl~ 池 姿勢 ・活動
。上の姉妹を母親が怒っている時 。間隔は一定。 。間隔はほぼー 。間隔は一定。 。主ICうつぶせ、おす
はジッと心配そうに顔を見てい 。目覚めると声 定。 。排植の後、ク わり(両手をついて)
る。母親が表情をかえるとニッ を出して知ら 。空腹の崎、泣 ズグズいゥて おしゃべりしながら
コリ笑って安心したようにする。 せる。 いて知らせる。 知らせる。 オモチャにさわった
。母親がジタパタして気がせいで 。離乳食の好き 。おしめをかえ り.両手、手足を触
いると、ジッとみて下唇を出し 嫌いはない。 ると気持ちょ れ合わす。









。上の姉妹を叱っていると、母と 。間隔は一定。 。間隔は一定。 。間隔は一定。 。主にうつぶせ、おす
姉妹の顔引|頂ILジッとみている。 。目覚めると声 。離乳食を食べ 。排池の後、グ わりで、オモチャを





。母親や姉妹が元気がないと 、お 。間隔は一定。 。悶編は一定。 。間隔は一定。 0主ICうつぶせおす
となしくしている。 。目覚めると声 。食事を自分で 。排t世後、泣い わりで遊ぶ。おすわ





。母親が病気がちで寝ていると、 。目覚めると声 。食事を自分で 。排t世後、泣い 。主にうつぶせ、おす
子どももおとなしくなり 、母親 を出して知ら 食べようとし て知らせる。 わりで.オモチャを
























































母親の表情の変化への反応 経 Hn; 食 事 WF 池 姿勢 ・活動
。母親がしずんでいると、子ども 。|剖隔は一定。 。間隔は一定。 。問|需は一定。 。主におすわりとうつ
もおとなしくなる。 。自党めるとー 。自分でと って 。排t世後.泣い ぶせ。
人でオモチャ 食べようとし て知らせる。 。おしゃべりしながら
で遊ぶ。 母親が手伝う 。おしめをかえ オモチャをさわった
母車見は気付か と怒る。 ると気持ちょ り、乙ろがって移動




。母親が大きな声を出して怒ると 。間隔は一定。 。間隔は一定。 。間隔は一定。 。主におすわり、おし ゃ
泣く。祖父母に助けを求める。 。目覚めると声 。離乳食IL:好き 。排池後、泣い べりしながら、オモ
。母鋭が全然かまわずlι他の仕事 を出して知ら 嫌いがある。 て知らせる。 チャをさわる。ころ
をしていると、泣いたり大きな せる。 。自分で食べよ 。おしめをかえ がって移動する。す
戸を山してかまってほしそうに 母親がそばに うとしてハシ た後、ニッコ わって一回転したり




。母親がしょんぼりしていると子 。目覚めると、 。空腹のH寺泣い 。排池の後、く 。主におすわりと!}行
どももおとなしくなり、母親の 泣いたり声を て知らせる。 ずって知らせ 器での立っち。少し
顔をのぞき ζんで綴子をうかが 出して気lらせ 。食事の時ハシ おしめをかえ 手をのば したり、く





。母親がしんどかったりし ょんほ 。円党めると、 。空腹の時、グ 。向 上 。うつぶせ、おすわり
りしていると 、体をよせてきた 泣いて知らせ スる他l乙、輸 ころがって移動する。
り予を取りにきたり 、機嫌をう る。 手Lビンをさわっ 手近のオモチャはす





。i手親の元気がないと様子をうか 。目覚めると、 。空腹の時、泣 。主におすわりでオモ
がうようにじ っとみつめ、顔を 戸を出して呼 いたりグズグ チャをさわって遊ぶ。
のぞき乙んだり体をよせてきた .M。 ズいって知ら ζろがって移動した
りする。 せる。 り、おすわりからう
つぶせILなって移動
する。
両手保持で5-6歩
あるく 。
(21) 
